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V 型陽極     リボン陽極 
図-1 陽極断面形状 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
V 型陽極       リボン陽極 

図-2 陽極溝設置断面 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

断面図         横図 

図-3 陽極挿入治具概要 
 

コンクリート構造物の電気防食工法における V 型陽極の耐久性と分極性状 
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１．はじめに 

現在，コンクリート構造物の塩害補修対策として電気防食工法が用いられている．電気防食工法には，陽

極材の形状により面状，線状および点状等，多数の工法が存在する．本研究では，線状陽極であるチタンリ

ボンメッシュ陽極（以下，リボン陽極と称す）の平面状の断面を V 型に折り曲げ加工した陽極材（以下，V

型陽極と称す）について，その耐久性と内部鉄筋の分極性状をリボン陽極と比較検討したので，これらの検

討結果について以下に報告する． 

２．V 型陽極を用いた電気防食工法の概要 

本研究で使用した V 型陽極の断面形状を図-1に示す．V 型陽極

は，従来のリボン陽極と比較して，陽極幅が 6mm と小さい．ま

た，図-2 に示すように，リボン陽極の陽極設置では，幅 25mm×

深さ 20mm の溝を切削し，陽極材を固定するため，適当な間隔で

絶縁性の固定具を用いる必要があった．しかし，V 型陽極の設置

では，陽極の幅よりも狭い幅 5mm×深さ 20mm の陽極設置溝に V

型陽極を挿入すると陽極基材にスプリングバック現象が生じるた

め，陽極設置溝側面に引っ掛かり，固定具を必要としない施工が

可能である．また，陽極設置溝底部の目視確認が難しく，露出金

属により陽極と鉄筋の短絡が懸念されるため，図-3に示す陽極挿

入治具を用いることにより，陽極を陽極設置溝底部に接触するこ

となく設置することが可能となる． 

３．実験方法 

３．１ 陽極の耐久性試験 

陽極の耐久性試験に用いた試験体形状を図-4に示す．陽極材の

耐久性規格として NACE 法 1)があり，陽極材に 8.9mA/m2 の電流

密度を 180日間通電し、積算電流密度 38,500A･h/m2に達するまで，

急激な浴電圧の上昇があるか否かにより寿命を判定するものであ

る．本研究では，NACE 法の判定基準に則り，短期間で陽極材の

耐久性を評価可能な希硫酸を用いた促進法 2)に従ってリボン陽極

と V 型陽極の比較検討を実施した．なお，V 型陽極は，同一ロー

ルのリボン陽極を加工した試験体とし，対極の陰極材にはチタン

板を用いた．また，両陽極材と陰極材には，チタン棒をスポット

溶接で溶接し，直流電源装置に接続した．耐久性試験の試験条件

と判定条件を表-１に示す． 

３．２ 通電性状の確認 

本試験では，図-5に示すように屋外に位置する鉄筋コンクリー 

トの壁面にリボン陽極および V 型陽極をそれぞれ設置し，内部鉄筋の分極性状を比較した．なお，各陽極 
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V 型陽極    リボン陽極   陰極材     

図-4 試験体概要 
 

表-1 実験概要 

項目 条件 

溶液 150g/l 希硫酸 

通電電流密度 1,453A/m2 

通電時間 26.5 時間 

積算電流密度 38,510A･h/m2 

耐久性の判定 浴電圧上昇量が 4.0V 以下

 
 

 
 
 
 
 
 
 

図-5 陽極設置概要 
 
 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

図-6 陽極の耐久性試験結果 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-7 分極試験結果 

の設置は，埋め込み深さがコンクリート表面から 20mm とな

るようにし，陽極間の設置間隔は 200，300mm の 2 通りとし

た．また，陽極間中央部には，鉄筋電位を測定するため鉛照

合電極を埋設した． 

４ 実験結果 

４．１ 陽極の耐久性試験結果 

耐久性試験より得られた陽極－陰極間の浴電圧の上昇量の

経時変化を図-6 に示す．この結果より，積算電流密度

38,510A･h/m2に達する26.5時間後のリボン陽極およびV型陽

極の浴電圧の上昇量は，それぞれ，0.205V，0.270V と同程度

の値を示し，また，その線形も急激な上昇は見られず同程度

の線形を示した． 

以上より，リボン陽極を V 型形状に加工することによる，

陽極耐久性の低下は認められず，V 型陽極の耐久性は，リボ

ン陽極と同程度であることを確認した． 

４．２ 各陽極方式における内部鉄筋の分極性状の試験結果 

 リボン陽極およびV型陽極を各陽極設置間隔で設置した場

合の鉄筋の分極曲線を図-7に示す．この結果より，リボン陽

極を 200，300mm で設置した場合，設置間隔が狭い 200mm
の方が 300mm と比較して同一電流密度での分極量が大きく

なることが確認された．また，この状況は，V 型陽極でも同

様である． 
 次に，いずれの陽極設置間隔においてもリボン陽極と V 型

陽極での分極曲線はほぼ一致し，陽極材の形状が内部鉄筋の

分極性状に与える影響は少ないものと考えられる． 
 以上より，V 型陽極を使用した電気防食工法は，リボン陽

極を用いた場合と同様の防食効果が期待できると考えられる． 
５．まとめ 

 本研究では，施工期間の短縮を目的として，リボン陽極を

V 型形状に折り曲げ加工した線状陽極を用いる電気防食工法

を開発し，線状陽極の V 型加工による耐久性能および内部鉄

筋の分極性状に及ぼす影響について調べた結果，以下の結果

を得た． 

１) V 型陽極は，リボン陽極と同程度の耐久性能を持つこと

が確認できた． 

２) V 型陽極方式での内部鉄筋の分極性状は，チタンリボン

メッシュ陽極方式と同程度であることから，チタンリボ

ンメッシュ陽極方式と同様の防食効果が期待できる． 
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